
議案第１７号 

 

   京丹後市浄化槽整備推進事業の実施に伴う浄化槽の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 

 京丹後市浄化槽整備推進事業の実施に伴う浄化槽の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を別記のように定める。  

 

  令和３年２月２５日提出 

 

京丹後市長 中 山  泰   

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 浄化槽法の一部を改正する法律（令和元年法律第４０号）の施行に合わせ所要の改正を行うものである。 
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（別記） 

京丹後市浄化槽整備推進事業の実施に伴う浄化槽の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

 京丹後市浄化槽整備推進事業の実施に伴う浄化槽の設置及び管理に関する条例（平成１６年京丹後市条例第２１４号）の一部を

次にように改正する。 

題名を次のように改める。 

京丹後市浄化槽条例 

第１条中「京丹後市水洗化計画に基づく浄化槽整備推進事業の実施に伴う浄化槽の適正な設置」を「市による浄化槽の設置」

に改める。 

第２条第１号中「又は」を「及び」に改め、同条第２号中「第４３号」の次に「。以下「法」という。」を加え、「のうち５

０人槽以下の浄化槽」を削り、同条中第６号を削り、第７号を第６号とする。 

第３条中「前条第６号に規定する処理区域」を「浄化槽により汚水を処理する区域（以下「処理区域」という。）」に改め

る。 

第４条中「浄化槽」の次に「（法附則第１１条第１項に規定する既存単独処理浄化槽をいう。）」を加える。 

第５条の見出し中「工事計画書の作成」を「設置計画の作成等」に改め、同条第２項を次のように改める。 

２ 管理者は、前項の申請があったときは、その内容を審査して浄化槽の設置の可否を決定し、申請者に通知するものとする。  

第５条第３項中「工事計画書」を「第３項の設置計画」に改め、同項を同条第５項とし、同条第２項の次に次の２項を加え

る。 

３ 管理者は、前項の規定による審査の結果、浄化槽の設置が可能であると認めるときは、次に掲げる事項を定めた設置計画を

作成し、申請者の承認を求めるものとする。設置計画を変更したときも、同様とする。 

(1) 法第１２条の５第２項に掲げる事項 
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(2) 受益者分担金等の額 

(3) 前２号に掲げるもののほか、工事の実施に関し必要な事項 

４ 申請者は、前項の設置計画に異議があるときは、管理者に対し、当該設置計画の変更を求めることができる。 

第６条中「第３項」を「第５項」に、「工事計画書の内容」を「設置計画」に改め、「、事業の円滑な推進を図るため」を削

る。 

第１３条第２項中「第２項」を「第３項」に、「工事計画書」を「設置計画」に改める。 

第２４条及び第２５条中「の取り扱い」を削る。 

第３０条を次のように改める。 

（浄化槽の移設等） 

第３０条 建物所有者又は土地所有者は、自己の都合により既設の浄化槽を移設し、又は撤去するときは、管理者に申請し、そ

の承認を受けなければならない。 

２ 前項の規定により承認を受けた者は、自己の負担により、当該浄化槽を移設し、又は撤去するものとする。  

３ 前２項の規定にかかわらず、管理者が必要と認める場合は、管理者の負担により、当該浄化槽を移設し、又は撤去すること

ができる。 

第３３条第４号中「第１項」を削り、「同項」を「同条」に改め、同条第５号中「第１項」を削る。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

（処理区域外の既に建築されている建物に係る経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後、法第１２条の４の規定に基づき市が指定した浄化槽処理促進区域で
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あり、かつ施行日時点において処理区域外に既に建築されている建物については、令和６年３月３１日までの間、この条例を

適用するものとする。 

 （京丹後市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正） 

３ 京丹後市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例（平成１６年京丹後市条例第２０４号）の一部を次のように改正す

る。 

  第１条第２項中「浄化槽整備推進事業」を「浄化槽事業」に改める。 

 別表第２中「 

浄化槽整備

推進事業 

京丹後市浄化槽整備

推進事業の実施に伴

う浄化槽の設置及び

管理に関する条例

（平成１６年京丹後

市条例第２１４号）

第２条第６号に規定

する処理区域 

― １１，７２５

人 

― 

」を 

 「 

浄化槽事業 京丹後市浄化槽条例

（平成１６年京丹後

― １１，７２５

人 

― 
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市条例第２１４号）

第３条に規定する処

理区域 

」に改める。 

5 / 11



 

京丹後市浄化槽整備推進事業の実施に伴う浄化槽の設置及び管理に関する条例(平成16年京丹後市条例第214号)新旧対照表【本則関係】 

現行 改正案 

京丹後市浄化槽整備推進事業の実施に伴う浄化槽の設置及び管理

に関する条例 

京丹後市浄化槽条例                     

       

平成16年4月1日 平成16年4月1日 

条例第214号 条例第214号 

(目的) (目的) 

第1条 この条例は、京丹後市水洗化計画に基づく浄化槽整備推進事業

の実施に伴う浄化槽の適正な設置及び維持管理に関し必要な事項を定

め、もって生活環境の保全及び公衆衛生の向上に資することを目的と

する。 

第1条 この条例は、市による浄化槽の設置                         

                             及び維持管理に関し必要な事項を定

め、もって生活環境の保全及び公衆衛生の向上に資することを目的と

する。 

(定義) (定義) 

第2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ

当該各号に定めるところによる。 

第2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ

当該各号に定めるところによる。 

(1) 汚水 し尿又は雑排水(工場排水、雨水、その他特殊な排水を除

く。)をいう。 

(1) 汚水 し尿及び雑排水(工場排水、雨水、その他特殊な排水を除

く。)をいう。 

(2) 浄化槽 浄化槽法(昭和58年法律第43号                    )

第2条第1項に定める浄化槽のうち50人槽以下の浄化槽及び第7条に

規定する附帯施設で、この条例に基づき市が設置したもの又は設置

するものをいう。 

(2) 浄化槽 浄化槽法(昭和58年法律第43号。以下「法」という。)

第2条第1項に定める浄化槽                        及び第7条に

規定する附帯施設で、この条例に基づき市が設置したもの又は設置

するものをいう。 

(3)～(5) （略） (3)～(5) （略） 

(6) 処理区域 京丹後市水洗化計画において、浄化槽整備推進事業

(以下「事業」という。)を施行する区域(浄化槽整備区域及び公共

下水道等の集合処理型事業が実施できない区域)をいう。 

 

(7) （略） (6) （略） 

(処理区域の告示) (処理区域の告示) 

第3条 水道事業及び下水道事業の管理者の権限を行う市長(以下「管理

者」という。)は、前条第6号に規定する処理区域                  

           を定めたときは、速やかにその旨を告示しなければなら

ない。これを変更したときも、同様とする。 

第3条 水道事業及び下水道事業の管理者の権限を行う市長(以下「管理

者」という。)は、浄化槽により汚水を処理する区域(以下「処理区

域」という。)を定めたときは、速やかにその旨を告示しなければな

らない。これを変更したときも、同様とする。 
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現行 改正案 

(処理区域の建物所有者の責務) (処理区域の建物所有者の責務) 

第4条 処理区域内の建物所有者は、生活環境の保全及び公衆衛生の向

上のために浄化槽を設置すること(し尿のみを処理する浄化槽       

                                                の構造を変更す

ることを含む。)に努めなければならない。 

第4条 処理区域内の建物所有者は、生活環境の保全及び公衆衛生の向

上のために浄化槽を設置すること(し尿のみを処理する浄化槽(法附則

第11条第1項に規定する既存単独処理浄化槽をいう。)の構造を変更す

ることを含む。)に努めなければならない。 

(設置の申請及び工事計画書の作成) (設置の申請及び設置計画の作成等) 

第5条 （略） 第5条 （略） 

2 管理者は、前項の規定により申請を受けたときは、次に掲げる事項

を定めた工事計画書を作成し、当該工事計画書の内容を申請者に通知

し、及び申請者の承認を求めるものとする。 

(1) 建物所有者、土地所有者及び使用者の住所及び氏名 

(2) 建物の種類及び延床面積 

(3) 建物の居住人員及び利用人員 

(4) 浄化槽の設置場所 

(5) 浄化槽の人槽 

(6) 工事費 

(7) 工事予定期間 

(8) 受益者分担金等の額 

2 管理者は、前項の申請があったときは、その内容を審査して浄化槽

の設置の可否を決定し、申請者に通知するものとする。 

 3 管理者は、前項の規定による審査の結果、浄化槽の設置が可能であ

ると認めるときは、次に掲げる事項を定めた設置計画を作成し、申請

者の承認を求めるものとする。設置計画を変更したときも、同様とす

る。 

(1) 法第12条の5第2項に掲げる事項 

(2) 受益者分担金等の額 

(3) 前2号に掲げるもののほか、工事の実施に関し必要な事項 

 4 申請者は、前項の設置計画に異議があるときは、管理者に対し、当

該設置計画の変更を求めることができる。 

3 申請者は、工事計画書     の内容について承認するときは、管理者

に承認書を提出するものとする。 

5 申請者は、第3項の設置計画の内容について承認するときは、管理者

に承認書を提出するものとする。 

(申請者の協力義務) (申請者の協力義務) 
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現行 改正案 

第6条 申請者は、前条第3項の規定により工事計画書の内容を承認した

ときは、事業の円滑な推進を図るため、次に掲げる事項について協力

をしなければならない。 

第6条 申請者は、前条第5項の規定により設置計画        を承認した

ときは                            、次に掲げる事項について協力

をしなければならない。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

第7条～第12条 （略） 第7条～第12条 （略） 

(増嵩経費の徴収) (増嵩経費の徴収) 

第13条 （略） 第13条 （略） 

2 前項の場合においては、管理者は、第5条第2項に規定する工事計画

書にその旨を記載しなければならない。 

2 前項の場合においては、管理者は、第5条第3項に規定する設置計画 

 にその旨を記載しなければならない。 

3・4 （略） 3・4 （略） 

第14条～第23条 （略） 第14条～第23条 （略） 

(使用料の減額又は免除) (使用料の減額又は免除) 

第24条 浄化槽の使用料の減額又は免除の取り扱いについては、条例第

23条の規定を準用するものとする。 

第24条 浄化槽の使用料の減額又は免除          については、条例第

23条の規定を準用するものとする。 

(使用料等の督促及び延滞金) (使用料等の督促及び延滞金) 

第25条 浄化槽の使用料の督促及び延滞金の取り扱いについては、京丹

後市債権の管理に関する条例(平成22年京丹後市条例第14号)及び京丹

後市税外収入金督促手数料及び延滞金の徴収に関する条例(平成19年

京丹後市条例第13号)の規定を準用する。 

第25条 浄化槽の使用料の督促及び延滞金          については、京丹

後市債権の管理に関する条例(平成22年京丹後市条例第14号)及び京丹

後市税外収入金督促手数料及び延滞金の徴収に関する条例(平成19年

京丹後市条例第13号)の規定を準用する。 

第26条～第29条 （略） 第26条～第29条 （略） 

(移転費用の負担) 

第30条 使用者、建物所有者又は土地所有者の都合により、浄化槽の移

転が必要となった場合は、その移転に係る費用の全額を負担しなけれ

ばならない。 

(浄化槽の移設等) 

第30条 建物所有者又は土地所有者は、自己の都合により既設の浄化槽

を移設し、又は撤去するときは、管理者に申請し、その承認を受けな

ければならない。 

2 前項の規定により承認を受けた者は、自己の負担により、当該浄化

槽を移設し、又は撤去するものとする。 

3 前2項の規定にかかわらず、管理者が必要と認める場合は、管理者の

負担により、当該浄化槽を移設し、又は撤去することができる。 

第31条～第32条 （略） 第31条～第32条 （略） 
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現行 改正案 

(罰則) (罰則) 

第33条 次の各号に掲げる者は、5万円以下の過料に処する。 第33条 次の各号に掲げる者は、5万円以下の過料に処する。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

(4) 排水設備等の新設等を行って第18条第1項の規定による届出を同

項に規定する期間内に行わなかった者 

(4) 排水設備等の新設等を行って第18条     の規定による届出を同

条に規定する期間内に行わなかった者 

(5) 第16条第1項の規定による計画確認に係る申請書若しくは図書又

は第19条の規定による届出書で不実の記載のあるものを提出した申

請者又は届出者 

(5) 第16条     の規定による計画確認に係る申請書若しくは図書又

は第19条の規定による届出書で不実の記載のあるものを提出した申

請者又は届出者 

(6) （略） (6) （略） 

第34条 （略） 第34条 （略） 

別表第1～別表第3 （略） 別表第1～別表第3 （略） 

 附 則 

 (施行期日) 

 1 この条例は、令和3年4月1日から施行する。 

 (処理区域外の既に建築されている建物に係る経過措置) 

 2 この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後、法第12条の4

の規定に基づき市が指定した浄化槽処理促進区域であり、かつ施行日

時点において処理区域外に既に建築されている建物については、令和

6年3月31日までの間、この条例を適用するものとする。 
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京丹後市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例(平成16年京丹後市条例第204号)新旧対照表【附則関係】 

現行 改正案 

京丹後市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例 京丹後市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例 

平成16年4月1日 平成16年4月1日 

条例第204号 条例第204号 

(水道事業及び下水道事業の設置) (水道事業及び下水道事業の設置) 

第1条 （略） 第1条 （略） 

2 汚水を排除し、処理することにより、公衆衛生の向上に寄与し、併せ

て公共用水域の水質の保全に資するため、下水道事業(公共下水道事業、

特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水処理施設事業、漁業集落排

水処理施設事業及び浄化槽整備推進事業をいう。以下同じ。)を設置す

る。 

2 汚水を排除し、処理することにより、公衆衛生の向上に寄与し、併せ

て公共用水域の水質の保全に資するため、下水道事業(公共下水道事業、

特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水処理施設事業、漁業集落排

水処理施設事業及び浄化槽事業        をいう。以下同じ。)を設置す

る。 

第1条の2～第7条 （略） 第1条の2～第7条 （略） 

別表第1 （略） 別表第1 （略） 

別表第2(第2条関係) 別表第2(第2条関係) 

区分 処理区域 処理区域面

積 

処理人口 1日最大処理能

力 

（略） 

浄化槽整備

推進事業 

京丹後市浄化槽整

備推進事業の実施

に伴う浄化槽の設

置及び管理に関す

る条例(平成16年

京丹後市条例第21

4号)第2条第6号に

規定する処理区域 

― 11,725人 ― 

 

区分 処理区域 処理区域面

積 

処理人口 1日最大処理能

力 

（略） 

浄化槽事業

         

京丹後市浄化槽条

例(平成16年京丹

後市条例第214号)

第3条           

                

                

              に

規定する処理区域 

― 11,725人 ― 

 

 附 則 

  この条例は、令和3年4月1日から施行する。 
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年 月

（パブリックコメントを実施した場合は、その結果等を含む。）

　≪財源措置の状況≫ （単年度事業でない場合は、全体事業の見込状況を記入） (単位：千円)

○その他の計画(該当する場合のみ)

【議会基本条例第8条第1項関係】

議案の
件　名

議案第17号
京丹後市浄化槽整備推進事業の実施に伴う浄化槽の
設置及び管理に関する条例の一部改正について

政策等
の区分

計画　・　事業　・　条例

その他（　 　　　　　　）
政策等の形成過程の説明資料

令和 3 3  定 例 会

　≪政策等の概要≫ 　≪市民参加の状況≫

　浄化槽法の一部を改正する法律（令和元年法律第40号）の施行に合わせ
所要の改正を行うものである。
　なお、京丹後市水洗化計画において、同法の改正を取り込み、令和2年
12月に改定を行っているところである。

有　・　無

総事業費 国庫支出金 府支出金 市債 その他 一般財源

　≪政策等の必要性≫ 　≪将来にわたる効果及び経費の状況≫

　本市の下水道整備については、京丹後市水洗化計画に基づき公共下水
道、集落排水処理施設及び浄化槽により水洗化事業を行っているところで
ある。このうち浄化槽事業について、先般の浄化槽法の改正により、市で
設置・管理する浄化槽の整備に当たっての要件が示された。
　また、国の交付金事業を活用した大型浄化槽の設置を可能にするなど、
浄化槽整備を進めるため、条例の改正を行う必要がある。

　多額の経費と期間を要する下水道事業において、国の交付金事業を最大
限活用するとともに、早期の水洗化整備を目指す。

　≪提案に至るまでの経緯≫ 　≪総合計画等の整合≫

16 きれいな水を循環させる上下水道の整備
R元.6.19　 浄化槽法の一部を改正する法律公布
R2.4.1　　 浄化槽法の一部を改正する法律施行
　　　　　　（R2年度中は従前の内容で市による浄化槽の設置が可）
R2.12.18　京丹後市水洗化計画の一部見直しの議決（計画改定）
R3.2.2　　 例規審査委員会で改正条例案について審査

総合計画
計画項目

　≪政策等の実施時期≫ 策定年度 令和2年12月

　令和3年4月1日から施行する。 計画期間 令和2年度～令和7年度

担当部局 担当課 添付資料（有の場合は、その名称）

上下水道部

計画名称 京丹後市水洗化計画

経営企画整備課 有・無
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